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                     Abstract

 Faulkner is an author who exercised his utmost skill in his style. In his unique style he gives his subjective 

explanations to objective facts and phenomena. 

 It is said that he  criticized Hemingway as being  'timid' in choosing  words. 

 This  criticism appears to inevitably mean that he  criticized  Hemingway's style in which he uses simple words 

and as few adjectives as  possible, and mentions facts and phenomena without any  emotion. 

 This paper shows how Faulkner's style affects his use of words, phrases or sentences. 

 In the  discussion, examples from Hemingway will be given as objects with which to compare  Faulkner's  style.

1

Faulkner(WilliamFaulkner)は そ の 文 章 に技 巧 を凝 ら した作 家 で あ る。彼 は 、 そ の独 特 な文 体 たお い

て、 客 観 的 事 象 に主 観 的 解 釈 を大 い に ほ ど こす 。彼 は 、 同時 代 の 、 そ して 共 に 「失 わ れ た世 代 」の作 家

Hemingway(ErnestHemingway)を 、言 葉 の 使 用 で 「臆 病」な とこ ろが あ る と評 した 、 と言 われ て い る。1)

これ は 、結 局 の とこ ろ、Hemingwayが そ の独 特 な文 体 にお い て 、 一 般 的 に は絶 賛 さ れ るの だ が 平 易

な語 を並べ 、 形 容 詞 等 を余 り使 わ ず に、 事 象 を淡 々 と述 べ る こ と に対 す る批 評 と な り得 る。

本 稿 で は、 特 に語 彙 、 形容 詞 め 比較 級 、 関係 詞 、 時 制 に着 目 して、Faulknerの 文体 が語 法 面 に どの

よ う に反 映 さ れ て い る か を、Hemingwayの 場 合 と比 較 しなが ら検 討 す る。

比 較 に際 して、Faulknerに つ い て はSanctuaryの 用 例 、He血ngwayに つ い て はTheSunAlsoRisesの 用

例 を挙 げ る。 テ キ ス'トは 、 前 者 はVintage版 、 後 者 はGranada版 め もの を用 い る 。

五

Faulknerの文体は、一言で言 うと、主観的解釈が大いにほどこされた文体 と言えよう。客 観的な事

象 を、彼の想像力で色づけ し、言葉の才能を駆使 して描写するのである。
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ウ ォー レ ン ・ベ ック の志 村 正 雄 訳 厂ウ ィ リア ム ・フ ォー ク ナ ー の文 体 」2)に よれ ば、 この 姿 勢 は、 し

ば しば 、 「単 語 を累 積 して 冗 漫 だ 。」とい う批 評 を受 け る 。 しか し、Faulknerの 細 部 に至 る まで 分 析 的 な

文 体 にお い て は 、 か え って 累 加 的 な良 い効 果 が生 じる と、 考 え るの が 正 しい と言 え よ う。

さて、 一 般 的 に 、現 代 小 説 にお け る主 流 は 二 つ あ る 、 と言 わ れ てい る。 一 つ は 、次 第 に物 質 的、 劇

的 呈 示 に 向 か い 、 単 に対 象 物 や 行 為 を名 づ け た り、 会 話 を記 録 した りす る タ イ プで あ る。 も う一 つ

は、 意 識 の 自 由 な流 れ を、 見せ か け だ け は完 全 に、 中絶 な しに再 現 す る タ イ プで あ る 。前 者 の タイ プ

の 代 表 と して は、HemingwayのTheSunAlsoRises(Sun>、 後 者 の タ イ プの代 表 と して は、Joyce(James

Joyce)のUlyssesが 挙 げ られ る だ ろ う。 才 能 が な い者 が 真 似 る と、前 者 の タイ プで は、 内容 の不 毛 ・貧

困 につ な が り、 後 者 の タ イ プ で は 、 内容 の支 離 滅裂 につ な が る。

Faulknerは 、 そ の 談 話体 の 多 い 章 節 にお い て は、Hemingwayと 同 じほ ど客 観 的 演 劇 風 で あ り、 意 識

の幻 想 を述 べ る に あ た っ て は、Joyceの あ とを継 ぐ、 と言 わ れ て い る。 要 す る に 、Faulknerの 作 品 に お

い て、 文 体 論 的 に顕 著 な こ と は、現 代 的叙 述 技 法 が 巧 妙 で あ る こ と、伝 統 的 に詩 的 また は解 釈 的気 味

合 い で用 い られ る言 語 の才 、 この両 者 の統 一 が 見事 に な され て い る、 とい う こ とで あ る 。

皿

Faulknerの 最 高 傑 作 を一 つ挙 げ る よ う に言 わ れ れ ば、 普 通 は 、1929年 出 版 のTheSoundandtheFury

が挙 げ られ る だ ろ う。 特 に、 物 語 を年代 順 に進 め る こ とを無 視 して い る こ と、 内的 独 白の 多用 等 実験

的 手 法 を試 み てい る こ とで 、 技 法 と文 体 の難 解 さで 知 ら れ るFaulknerの 作 品 中 で も、 この作 品 は最 た

る もの で あ る 。

一 方
、1931年 出版 のSanctuaryはFaulkner自 身 、 「金 儲 け の ため 、想 像 し得 る限 りの お そ ろ しい 物 語 を

発 明 した 。 」と言 って い る よ う'に、 大 衆 を意 識 して書 か れ、 そ して大 衆 に受 け 、彼 の作 品 中 で は最 も

ポ ピ ュ ラ ー な もの で あ る。 但 し、初 稿 の 後 、 す ぐに そ れ を傑作 のTheSoundandtheFuryな ど に恥 じ

ない よ う な もの に書 き直 した 、 と言 う よ うに作 品 自体 も立 派 で 、 高 級 な批 評 の 対 象 に も依 然 と して

な って い る。

こ の点 、現 代小 説 の 主流 の一 つ の代 表 格 で あ るHemingwayの 最 高 傑作 、1926年 出版 のSunも 同様 で、

特 に多 くの 若 者 た ちが この作 品 を読 み、 作 中 人物 を真 似 て酒 を飲 み、 機 知 あ ふ れ る会 話 を行 い、 恋 愛

を楽 しん だ、 と言 わ れ る ほ どで あ る。

大 衆 に受 け る た め に は、 作 家 が 意 図 し よ う と、 し まい と、 小 説 の 主 題 と考 え られ る ものが 、 一 般 読

者 の 興 味 を そ そ る もの で な け れ ば な ら ない 。Sanctuaryは 煽 情 小 説 か 、 実 存 文 学 か の論 議 を生 ん だ ほ

ど、暴 力 や残 酷 性 を赤裸 々 に描 い てい る。筋 の 主眼 は、 性 的 不 能 者Popeyeと 女 性 のTemple、 そ して そ

れ をめ ぐる人 間 関係 に あ て られ て い る と言 え よ う。 一 方 、HemingwayのSunは 、 第 一 次 世 界 大 戦 後 の

世 界 に安住 す る こ との 出 来 な い戦 後 世 代 が 、 虚 無 の ま まに た だ よ う姿 を描 き、 筋 の 主 眼 は 、性 的不 能

者 のJakeと 女 性 のBrett、 そ して それ を め ぐる人 間 関 係 にあ て られ て い る0背 景等 は全 く異 な る が 、筋

の 主 眼 にお い て 、2作 品 は 共 通 す る部 分 が あ る よ う だ。

他 に大 衆 に 受 け る た め の条 件 と して は、小 説 が読 み易 い とい うこ と も挙 げ られ よ う。 これ に は 、 文

章 が 平 明 で あ る こ とが 重 要 で あ る。Faulknerの 他 の作 品 に比 べ れ ば、Sanctuaryは 、主 題 と考 え られ る

もの が 読 者 の 興 味 を そ そ る 、 と同 時 に 、Faulknerの そ う しよ う とい う積 極 的 な意 図 もあ っ た の だ ろ う

か 、英 語 も比 較 的 平 明 であ る。HemingwayのSunは 、衆 知 の よ うに 、エ ズ ラ ・パ ウ ン ドの教 え に従 い 、
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簡 潔平 明 を旨 と して 書 き上 げ られ て い る 。

以 上 、 考 え られ る主題 が あ る程 度 共 通 して お り、 そ ・して 、 小 説 の 中 の英 語 を平 明 に しよ う と して い

る姿 勢(Faulknerの 場 合 、 筆 者 の想 像 で あ る が)が 共 通 す る よ うに思 える こ とが 、Faulknerの3anαu躍yの

比 較対 象 と して 、HemingwayのSunを 選 ん だ重 要 な理 由で あ る。

(1)

一 般 に は
、Faulknerの 文 体 は 難渋 で重 厚 で あ る とさ れ、Hemingwayの もの の 対 極 にあ る と され て い

る3)が 、 そ の イ メ ー ジ か らす る と意外 な点 が あ る 。

会 話 文 が 多 い こ とで あ る 。

Sanctuaryの 冒頭 か ら1000の 文4)(テ キ ス トのp.41中 程 ま で)の 会 話 文 の数 及 び比 率 をHemingwayの も
『

の(テ キ ス トのp.33終 わ りか ら3行 目ま で〉と比 較 す る5)。

Faulkner Hemingway

459 585

45:9 58.5

「重 厚 」と い う イ メ ー ジ を 意 識 し す ぎ る と 、 意 外 で は あ る が 、Faulknerの 作 品 の ほ と ん どす べ て に 、

・解 釈 的 な 文 体 と 同 時 に リ ア リス テ ィ ッ ク な 会 話 文 が 存 在 す る 。Helningwayほ ど で は な い に し ろ 、 会 話

文 に 多 くの 比 重 を も た せ て い る 。

5册c伽a互yで は 、 次 の よ う な俗 語 表 現 を 多 用 し、 粗 野 な 登 場 人 物 を生 き生 き と描 き 、 教 養 あ るTemple

やHoraceと 対 比 させ て い る 。

1.....Shesaidformenottobehere.afterdark.‐p.48

2.Doyouthinkyou'rebigenoughtonotTikeit.?‐p.66

3.Theygonedowntothetruckyet?-p.76・

4.Wewashappyastwodoves,‐p.157

5.Idont6)knownothinaboutit.-p.311

標 準 英 語 な ら、1.に つ い て は`toldmenottobe'、2.は`notto'、3.は`Havetheygone'、4.は`were'、

5.は`don曾tanything'と な る で あ ろ う。

会 話 文 が 多 い こ と は 、 地 の 文 に も 影 響 を 及 ぼ し得 る 。 「重 厚 」な イ メ ー ジ と は 逆 の 口 語 調 の 文 も見 ら

れ る 。

6.Itwashair-oilhedrank.Heboughtabottleofhair-oilatDumfriesanddrankit.‐p.37

7.Hecontinuedthatthickmovement,likehecouldneitherstopitnorcompleteit.‐p.50

8.Theydidn'tgotosleepforsometimethatfirstnight....-p.194

9.Sheflungitawayandwenttothetableandlookedatherwatchandproppeditagainstthepackof

cigarettessoshecouldseeitfromthebed,andlaydown.‐p.229

6.に つ い て は 、 強 調 構 文 の`that'を 省 略 し て い る 。8.に つ い て は 、 前 置 詞 を 省 略7)、9.は い わ ゆ る

目 的 用 法`sothatcan'の`that'を 省 略 し て い る 。7.の`asif'に 相 当 す る`like'は 、 口 語 とい う よ り、 俗
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語 あ る い は 南 部 方 言 の 類 に 属 す も の で あ ろ う 。

し か し、 地 の 文 に お い て の 口 語 調 の 文 の 使 用 は 、HemingwayやCaldwell(ErsldneCaldwell)に 比 べ て

少 な い と 言 え る 。

一 方
、 例 え ば 、10.ll.の よ う な 、 文 語 に 属 す る`savefbr'や'`save'の 例 等 も あ る 。

10.It(=Thewaitingroom)wasemptysaveforamaninoverallsasleeponabench....‐p.167

11.Allthespaceswerefilledsavethetwelfthone.‐p.315

談 話 体 を 重 視 し、 か つ 、 「重 厚 」な 解 釈 的 姿 勢 を 守 る 故 の こ と で あ ろ う か 。

さ て 、 い わ ゆ る 「意 識 の 流 れ 」的 心 理 描 写 は 、 話 法 の 特 殊 な ス タ イ ル で あ る が 、Sanctuaryの 中 に

も、TheSoundandtheFuryほ ど極 端 な も の で は な い が 、 と こ ろ ど こ ろ に 存 在 す る 。

12.Thestovewascold.Uponittheblackenedcoffee-potsat,andasoiledskillet;uponthetablesoiled

disheswerepiledatrandom.Ihaven'teatensince.....:.since.......Yesterdaywasoneday,shethought,butI

didn'teatthen.Ihaven'teatensince.......andthatnightwasthedance,andIdidn'teatanysupper. .Ihaven't

eatensincedinnerFriday,shethought.Andnowit'sSunday,thinkingaboutthebellsincoolsteeples

againsttheblue,andpigeons ,crooningaboutthebelfrieslike`echoesoftheorgan'sbass.‐p.88

14.Shethoughtabouthalf-past-ten-oclockinthemorning.Sundaymorning,andthecouplesstrollingtoward

church.SheremembereditwasstillSunday,thesameSunday,lookingatthefadingpeacefulgestureofthe

clock.Maybeitwashalf-past-tenthismorning,thathalf-past-ten-oclock.ThenI'mnothere,shethought.

Thisisnotme.ThenI'matschool.Ihaveadatetonightwith.....:.thinkingofthestudentwithwhomshehad

thedate.Butshecouldn'trememberwhoitwouldbe.-p.152

12.で はY廃 墟 と化 し た 農 園 屋 敷 に 連 れ 込 ま れ たTempleが 、 空 腹 を 感 じ 、 金 曜 日 か ら何 も 食 べ て い

な い こ と を 思 い 出 し 、 そ し て 現 在 が 日 曜 日 で あ る こ と 、 そ し て 日 曜 日 に 自 分 が 本 来 い る べ き場 所 へ と

思 い を め ぐ ら し て い く様 が 表 現 さ れ て い る 。

13.で は 、 メ ン フ ィ ス の 淫 売 宿 に 連 れ て 来 ら れ たTempleが 、 部 屋 の 置 時 計 の さ す10時 半 か ら 、 日曜

日 の 午 前 の 教 会 、 そ し て 今 日が 日 曜 日 で あ る こ と を 思、い 出 し、 学 校 の 寮 、 そ し て デ ー トの こ とへ 、 自
へ

分 が 本 来 あ る べ き状 態 へ と 思 い を め ぐ ら し て い く。

Sanctuaryの 中 に み られ る 「意 識 の 流 れ 」的 心 理 描 写 の 部 分 は 、 統 語 的 に も整 理 され て お り、 理 解 し易 い 。

HemingwayのSunは 現 代 小 説 の 主 流 の 一 つ で あ り、JoyceのUlyssesと 対 峙 す る 、 と言 わ れ る が 、 い わ

ゆ る 行 動 主 義 的 文 学 作 品 のSunの 中 に も 、 「意 識 の 流 れ 」的 な 心 理 描 写 が 存 在 す る こ と は 興 味 深 い 。

14.Myheadstartedtowork.Theoldgrievance.Well,itwasarottenwaytobewoundedandflyingonajoke

frontliketheItalian.IntheItalianhospitalweweregoingtoformasociety.Ithada'funnynameinItalian.

Iwonderwhatbecameoftheothers,theItalians.ThatwasintheOspedaleMaggioreinMilano,Padiglione

Ponte.Thenextbuilding .wasthePadiglioneZonda.TherewasastatueofPonte,ormaybeitwasZonda.

Thatwaswheretheliaisoncolonelcametovisitme.Thatwas .funny.Thatwasaboutthefirstfunnything.

Iwasallbandagedup.Buttheyhadtoldhimaboutit:Thenhemade.thatwonderfulspeech:`You,a

foreigner,anEnglishman'(anyforeignerwasanEnglishman .)`havegivenmorethanyourlife.'Whata

speech!Iwouldliketohaveitilluminatedtohangintheoffice.-pp.28

15.Ikneltandstartedto-prayandprayedforeverybodyIthoughtof,BrettandMikeandBillandRobert

Cohnandmyself,andallthebull-fighters,separatelyfortheonesIliked,andlumpingalltherest,thenI

prayedformyselfagain,and-whileIwasprayingformyselfIfoundIwasgetting.sleepy,soIprayedthatthe

bull-fightswouldbegood,andthatitwouldbeafinefiesta,andthatwewouldgetsomefishing.Iwondered
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if,therewasanythingelseImightprayfor,and.IthoughtIwouldliketohavesomemoney,soIprayedthat

Iwouldmakealotofmoney,andthenIstartedtothinkhowIwould.makeit,andthinkingofmakingmoney

remindedmeofthecount,.andIstartedwonderingaboutwherehewas,andregrettingIhadn'tseenhim

sincethat-nightinMontmartre;andaboutsomethingfunnyBretttoldmeabouthim....-pp.81

14.で は 、Jakeが 夜 、 部 屋 に戻 り 、 新 聞 を 読 み 終 え 、 ラ ン プ を 消 し、 寝 よ う と 目 を 閉 じ た 後 、 自 分 が

イ タ リ ア 戦 線 で 負 傷 し、 性 的 不 能 者 に な っ た こ ど 、 そ れ を 連 絡 係 の 大 佐 が こ っ け い な 慰 め 方 を し た こ

と を 思 い 出 す 様 が 表 現 さ れ て い る 。

15.で は 、Jakeが 寺 院 に 入 り、 祈 り を 始 め 、 次 々 と祈 り の 対 象 を 変 え 、 金 も う け の こ と を 祈 っ た 後 、

金 も う け の 方 法 を 考 え 、 そ れ に 関 連 し て 伯 爵 の こ と を 思 い 出 し 、 彼 に つ い てBrettが 話 し た こ っ け い な

こ とへ と思 い を め ぐ ら し て い く。

(2)

ウ ォ ー レ ン ・ベ ッ ク は 、Sanctuaryの 中 でFaulknerの 文 体 を 特 徴 づ け る 箇 所 と し て 、16.17.18.を 挙 げ

て い る 。 ・

16.Thedrawnshades,cracked-intoamyriadpatternlikeoldskin,blewfaintlyonthebrightair;breathing

intotheroomonwaningsurgesthesoundofSabbathtraffic,festive,steady,evanescent.‐p.145

17.Theshadesblewsteadilyinthewindows,withfaintraspingsounds.Temple.beganto'hearaclock.Itsat

onthemantelabovea:gratefilledwithflutedgreenpaper.Theclockwasoffloweredchina,supportedby

fourchinanymphs.Ithadonlyone-hand;scrolledandgilded,halfwaybetweentenandeleven,lendingto

the.otherwiseblankfaceaqualityofunequivocalassertion,asthoughithadnothingwhatevertodowith

time.-p.148

18.Inthewindowthecrackedshade;yawningnowandthenwithafaintraspagainsttheframe,lettwilight

intotheroominfaintingsurges.Frombeneaththeshadethesmoke-coloredtwilightemergedinslowpuffs

likesignalsmokefromablanket,thickeningintheroom:TheIchinafigureswhichsupportedtheclock

gleamedinhushedsmoothflexions:knee,elbow,flank,armandbreastinattitudesofvoluptuouslassi-

tude.Theglassface,-become.mirror-like,appearedtoholdall-reluctantlight,.holdinginitstranquildepths

aquietgestureofmoribundtime,one-armedlikeaveteranfromthewars.Halfpasttenclock.Templelay

inthebed,lookingattheclock,thinkingabouthalf-past-ten-oclock.-p.150

以 上 は 、 連 れ て来 ら れ た メ ン フ ィ ス の 淫 売 宿 に お け るTempleの 最 初 の 数 時 問 の 描 写 で あ る 。

16.で は 、 引 き 下 ろ さ れ た 、 ひ び の 入 っ た 窓 覆 い が 、 空 気 を 受 け て ふ く ら ん で お り、 そ して 外 の 交

通 の 音 が 聞 こ え て くる 、 と い う具 体 的 な 状 況 に 、Faulknerは 彼 独 得 の 主 観 的 解 釈 を ほ ど こ して い る 。

17.で は 、 窓 覆 い の 風 に ふ く ら ん で か す か に き しる 音 か ら、 置 時 計 の 音 へ と感 覚 の 対 象 が 移 り、 そ

して 置 時 計 の 視 覚 的 な 状 態 に お ち つ く の だ が 、 そ れ ぞ れ に 主 観 的 解 釈 を ほ ど こ し て い る 。・

18.で は 、 窓 覆 い の 窓 枠 に 当 た る 音 ・か ら 、 窓 覆 い の 下 か ら部 屋 に 差 し込 む 夕 日へ と感 覚 の 対 象 が 移

り、 そ し て 置 時 計 を さ さ え る4つ の 陶 製 の 人 形 の 状 態 に お ち つ く。

16.17.18.は 、 情 景 描 写 と い う 観 点 か ら 見 る と 、 狭 い 空 間 で の も の で あ る 。

ウ ォ ー レ ン ・ベ ッ ク の 挙 げ て い な い 箇 所 で 、 よ り広 い 空 間 で の 描 写 に は 、19.20.等 が あ る 。

19:Walkinginsinglefile,TommyandBenbowdescendedthehillfromthehouse,followingtheabandoned

road._Benbowlookedback.Thegauntruinofthehouseroseagainstthesky;abovethemassedandmatted

cedars;lightless,desolate,andprofound..Theroadwasaneroded.scar.toodeeptobearoadandtoostraight
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tobeaditch,guttedbywinterfreshetsandchokenwithfernandrottedleavesandbranches.Following

Tommy,Benbowwalkedinafaintpathwherefeethadworntherottingvegetationdowntotheclay.

Overheadanarchinghedgerowoftreesthinnedagainstthesky.‐p.19

20.Ithadbeenagrayday,agraysummer,agrayyear.Onthestreetoldmenworeovercoats,andinthe

LuxembourgGardensasTempleandherfatherpassedthewomensatknittinginshawlsandeventhemen

playingcroquetplayedincoatsandcapes,andinthesadgloomofthechestnuttreesthedryclickofballs,

therandomshoutsofchildren,hadthatqualityofautumn,gallantandevanescentandforlorn.Frombeyond

thecirclewithitsspuriousGreekbalustrade,clottedwithmovement,filledwithagraylightofthesame

colorandtextureas.thewaterwhichthefountainplayedintothepool,cameasteadycrashofmusic.They

wenton,passedthepoolwherethechildrenandanoldmaninashabbybrownovercoatsailedtoyboats,

andenteredthetreesagainandfoundseats.Immediatelyanoldwomancamewithdecrepitpromptitudeand

collectedfoursous.

InthepavilionabandinthehorizonblueofthearmyplayedMassenetandScriabin,andBerliozlikea

thincoatingoftorturedTschaikovskyonasliceofstalebread,whilethetwilightdissolvedinwetgleams

fromthebranches,ontothepavilionandthesombretoadstoolsofumbrellas.‐p.316

19.で は 、 杉 林 、 屋 敷 、 道 、 頭 上 の 木 々 の 状 態 へ と 、 順 次 視 覚 上 の 感 覚 の 対 象 が 移 り 、 そ れ ぞ れ に

主 観 的 解 釈 を ほ ど こ し て い る 。20.で は 、 通 り の 老 人 、 公 園 の ベ ン チ に 座 っ た 女 性 た ち 、 ク ロ ー ケ ー

を し て い る 男 性 た ち 、 木 づ ち で 球 を 打 つ 音 等 へ と、 感 覚 の 対 象 が 移 っ て い る 。

以 上 、 ウ ォ ー レ ン ・ベ ッ ク の 指 摘 し た も の も含 め 、Sanctuaryの 中 か ら 、Faulknerの 文 体 を 特 徴 づ け

る と 思 わ れ る 数 箇 所 を挙 げ た 。

こ れ ら か ら 固 有 名 詞 を の ぞ き 、 使 用 単 語 の 合 計 数 を 出 し て み る と、511で あ る 。

次 に 、HemingwayのSunの 中 か ら'、彼 の 文 体 を 特 徴 づ け る 数 箇 所 を 挙 げ 、 固 有 名 詞 や 会 話 部 、 英 語

以 外 の 単 語 を 引 い た 合 計 単 語 数 が511の 範 囲 で 記 述 す る 。

21.22.は 、Hemingwayの ス タ イ ル の 典 型 的 な も の と し て よ く挙 げ ら れ る 例 で あ る8)。

21.WekissedagainonthestairsandasIcalledforthecordontheconciergemutteredsomethingbehindher

door.IwentbackupstairsandfromtheopenwindowwatchedBrettwalkingupthestreettothebiglimou-

sinedrawnuptothecurbunderthearc-light.Shegotinanditstartedoff.Iturnedaround.Onthetablewas

anemptyglassandaglasshalf--fullofbrandyandsoda.Itookthembothouttothekitchenandpouredthe

half-fullglassdownthesink.Iturnedoffthegasinthedining-room,kickedoffmyslipperssittingonthe

bed,andgotintobed.‐pp.31

22.Sheturnedquicklyandwentintothehotel.Thechauffeurdrovemearoundtomyflat.Igavehimtwenty

francsandhetouchedhiscapandsaid:`Good-night,sir,'anddroveoff.Irangthebell.Thedooropened

andIwentupstairsandwenttobed.‐p.57

Faulknerの よ う に 、 あ る 一 定 時 間 に わ た る狭 い 空 間 で の 事 象 を 主 観 的 に 、 か つ 説 明 的 に 描 写 し て い

る 部 分 が 、Hemingwayに は 無 か っ た 。 淡 々 と客 観 的 に 事 象 を積 み 重 ね て い る 。 そ う し た 姿 勢 は 、23.24.

25.に も 見 ら れ る 。

23.ItwasawarmspringnightandIsatatatableontheterraceoftheNapolitainafterRoberthadgone,

watchingitgetdarkandtheelectricsignscomeon,andtheredandgreenstop-and-gotraffic-signal,andthe

crowdgoingby,andthehorse-cabsclippety-cloppingalongattheedgeofthesolidtaxitraffic,andthe

poulesgoingby,singlyandinpairs,lookingfortheeveningmeal.1.watchedagood-lookinggirlwalkpast
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thetableandwatchedhergoupthestreetandlostsightofher,andwatchedanother,andthensawthefirst

onecomingbackagain.ShewentbyoncemoreandIcaughthereye,andshecameoverandsatdownatthe

table.Thewaitercameup.‐p.IS

24.Thetaxiwentupthehill,passed-thelightedsquare,thenonintothedark,stillclimbing,thenlevelledout

ontoadarkstreetbehindStEtienneduMont,wentsmoothlydowntheasphalt,passed-thetreesandthe

standingbusatthePlacedelaContrescarpe,then.turnedontothecobblesoftheRueMonffetard.There

werekightedbarsandlateopenshopsoneachsideofthestreet.Weweresittingapartandwejoltedclose

togethergoingdowntheoldstreet.Brett'shatwasoff.Herheadwasback.Isawherfaceinthelights .from

theopenshops,thenitwas-dark,thenIsawherfaceclearlyaswecameoutontheAvenuedesGobelins.

Thestreetwastornupandmenwereworkingonthecar-tracksbythelightofacetyleneflares.Brett'sface

waswhiteandthelonglineofherneckshowedinthebrightlightoftheflares.Thestreetwasdark-again'

andIkissedher.Ourlipsweretighttogetherandthensheturnedawayandpressedagainstthecornerofthe

seat,asfarawayasshecouldget.Herheadwasdown.‐p.24

25.Thedriverstartedupthestreet.Isettledback.-Brettmovedclosetome.Wesatcloseagainsteachother.

Iputmyarmroundherandsherestedagainstmecomfortably.Itwasveryhotandbright,andthehouses

lookedsharplywhite.WeturnedoutontotheGran-Via.Aheadwasamounted...厂p.206

25.が 中 途 半 端 な と こ ろ で カ ッ ト さ れ て い る が 、 こ こ ま で が 合 計 単 語 数 がSI1で あ る か ら だ 。

さ て 、 市 川(1957)の 要 領9)で 、Faulkner、Hemingwayが 使 用 し て い る 語 の 難 易 度 を 、 『新 英 和 中 辞 典

第6版 』(研 究 社)に よ り、 調 べ る 。 そ し て 、 同 一 語 が 何 回 使 用 さ れ て も 語 数 を1と して 単 語 のvarietyを 見

る 。 こ れ ら を 表 に ま と め る と次 の 通 り で あ る 。

Faulknerの 方 が 、 語 の 難 易 度 の 高 い も の が 多 く、 か つ バ ラ イ テ ィ ー に 富 む こ と が 、 予 想 さ れ る 。

表 の 厂英 中 」欄 の1は 、・中 学 学 習 程 度 の 基 本 語 約1000語 の も の 、2は 、 高 校 学 習 程 度 の 基 本 語 約1000の

も の 、3は 、 大 学 入 試 か ら大 学 教 養 程 度 ま で の 基 本 語 約2000語 、4は 、3の 基 本 語 に 継 ぐ基 本 語 約3000

語 の も の で あ る 。5は 、1～4よ り も 難 易 度 の 高 い 語 で あ る 。 尚 、 語 形 変 化 し た も の も別 な 例 と し て 数

え て い る 。

表1

英中 作家 Faulkner

,

Hemingway

1

2

3

4

140

40

25

27

153

25

11

7

5 44 14

合 計 276 210

予 想 通 りに、Faulknerの 方 が 、 難 易 度 が 高.い ものが 多 く、 か つ単 語 の種 類 もバ ライ テ ィー に富 ん で

い る。

ア ル フ ァベ ッ トの 項 目別 に見 る と、 そ れ が よ りは っ き り と理 解 で き る。
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Faulkner

凝
、

ABCDEFGHIJKLMNOPQRSTUVWXYZ 小計

1

2

3

4

1315763102104ナ0732651214120018ナ ナ ナ

2541131101220131262101

332202111シ0000310140010シ シ シ

0042104101000210343010

140

40

25

27

5 1121284100151020264111 44

合計 276

Hemingway

選 ABODEFGHIJKLMNOPQRSTUVWXYZ 小計

1

2

3

4

139105559124019611241418102112ナ ナ ナ

21101010002201020046101

00210000000020100041000シ シ シ

10110210000000000001000

153

25

11

7

5 21500101010100000020000 14

合計 210

(3)

「主観的解釈的」、「想像力で色づけする」、「単語 を累加 して細部に至るまで分析的」なFaulknerの文

体においては、故意に形容詞を排除 しようとするHemingwayの ものと比べて、形容詞の使用頻度が高

いのは当然である。

そ して、「分析的」ということから、形容詞の比較級の使用頻度も高 くなることが、予想される。さ

らに、迂言形式の比較変化が、屈折形式のものより劣 らないにして も、かな り多いことが予想され

る。なぜなら、迂言形式は英語の分析的傾向と相まって一般化 したものであ り、より難解で抽象的な

語、そ して、 どちらかというと、分析的で精密な表現 に馴染むからであるto)。

Faulkner、Hemingwayの 作品全体の中にあった、形容詞の比較級を挙げる。すべて地の文の申のも

のである。()内 の数字は用例数11)。

Faulkner

屈 折 形 式iz)

more(11)(many6,much5)larger(4)older(4)better(2)darker(2)livelier(2)louder(2)younger(2)

bolder(1)broader(1)calmer(1)duller(1)easier(1)-finer(1)fresher(1)further(1)longer(1)quieter(1)

shorter(1)stronger(1)taller(1)

迂 言 形 式

moreaware(1)morecompatible(1)moreunmistakable(1)morevisible(1)
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Hemingway

屈 折 形 式

more(8)(many.7,much1)stronger(3)bigger(1)darker(1).drunker(1).earlier(1)fewer(1)higher(1)

surer(1)worse(1)younger(1)

迂 言 形 式

moreembarrassed(1)moreenthusiastic(1)moresportif(1)

Faulknerの 用 例 数 は、 予 想 を大 い に はず れ る もの で あ る。 小 説 の ボ リ ュ ー ムか ら考 え る ど、 用 例 数

はHemingwayの もの よ りや や 多 い程 度 で あ る 。 「分 析 的 」表現 に馴 染 む、 迂 言 形 式 の もの も、46例 中 の

4例 、 わ ず か8.7%に す ぎな い 。 これ は23例 中 、3例 の耳emingwayの 用 例 数 よ りもパ ーセ ン テ ー ジ が低

いo

less+形 容詞構造は、 もちろん存在 しなかった。福島(1981)で 確認されているが、この構造は、細

かい点に注意を払った、非常に精密で分析的描写に馴染み、かつ迂言形式の比較構造が多いことが、

その存在のある程度の条件 となっている。

(4)

福 島(1gg5)に あ る よ う に、Orwell(GeorgeOrwell)はNineteenEighty-Fourで 形 容 詞 比 較 級 を多 用 した

(合計 数301例 、 うち迂 言 形 式80例)が 、 こ れ は、 関係 詞 節 の使 用 頻 度 に も比 例 す る もの で あ っ た(最 初

か ら1000の 文 の 中 で215例)。

形 容 詞 比 較 級 の使 用 頻 度 が 関 係 詞 節 の 使 用 頻 度 に比 例 す る 、 とい う仮 説 をた て るな らば 、Faulkner

の場 合 、 関 係 詞 節 の 使 用 頻 度 は低 い こ とが 予 想 され る 。

表2は 、 最 初 か ら1000の 文(地 の文)に 現 れ た 関係 詞節 を ま とめ た もの で あ る。 そ れ ぞ れ 、 関 係 詞 節

を導 く関係 詞 を記 す 。形 容 詞 節 を導 くもの に限 定 し、 目的 格 関 係代 名 詞 等 が 表 現 され て い な い、 い わ

ゆ る接 触 節 は`contact'と 記 す 。比 較 対 象 と して 、Hemingway、 そ してOrwellの もの も挙 げ る。

表2

関係詞
作家 contact who whose whom that which where when why how 合計

Faulkner 0 6 0 1 2 15 7 0 0 0 31

Hemingway 8 13 1 1 4 3 7 1 0 0 38

Orwell 5 14 5 6 49 116 10 10 0 0 215

予 想 通 り、 関 係 詞 節 の使 用 頻 度 は低 く、Hemingwayの もの よ り低 い ほ どで あ っ た。

しか し、 こ れ は 、 「主 観 的 解 釈 的 、分 析 的 な 文 体 」とい う こ とに注 目す れ ば 、 意 外 で あ る。 なぜ な

ら、 上 記 の 文 体 は、 説 明 的 な もの で あ り、 関 係 詞 節 の第 り の 機 能 は、語 の付 加 的 説 明 で あ るか らだ 。

とこ ろで 、Hemingwayに 関 係詞 節 が 少 ない の は、単 文 の多 用 や"and""then""but"な どで、 時 間 、 あ る

い は行 動 順 に 文 を並 べ る こ とが 多 い た め で あ る。(用 例 の21.22.23.24.参 照 。)

そ して 、Faulknerの 中 に、Hemingwayと 共 通 す る 、 と感 じ られ る箇所 が あ る。
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26.Themenreturnedtotheporch.Thewomanclearedthetableandcarriedthedishestothekitchen.Sheset

themonthetableandshewenttotheboxbehindthestoveandshestoodoveritforatime.Thenshe

returnedandputherownsupperonaplateandsatdowntothetableandateandlitacigarettefromthelamp

andwashedthedishesandputthemaway.Thenshewentbackupthehall.‐p.13

27.Theywatchedthefanoflight,thediminishingrubytaillamp,cometoastopattheCoop.Thelightswent

off.Afterawhilethecardoorslammed.Thelightscameon;thecarmovedaway.Itapproachedagain.

Theyleanedagainsttherailinarow,theirhatsslantedagainsttheglare.Thebrokenglassglintedinrandom

sparks.Thecardrewupandstoppedoppositethem.‐p.31

そ れ ぞ れ 、 最 初 の1000の 文 の 中 に 入 る 箇 所 で あ る 。 作 品 全 体 の 中 で も 、 か な り見 ら れ る 。

こ の よ う なHemingway流 の ス タ イ ル の 存 在 が 、 関 係 詞 の 頻 度 に 影 響 を 及 ぼ し て い る こ と は 確 か で あ

ろ う 。

ま た 、 状 態 を 述 べ る 際 に 、 分 詞 構 文 や 、 形 容 詞 用 法 の 分 詞 構 造 を 多 用 し て い る こ と も 影 響 が あ る と

思 わ れ る 。 そ し て 、 分 詞 構 文 は 基 本 的 に は 、 関 係 詞 以 上 に 文 語 的 で あ る た め 、 「重 厚 さ」を 増 す 一 因 と

な る と 思 わ れ る 。

全 体 に わ た っ て 分 詞 構 文 が 多 用 さ れ て い る 。28.は1000の 文 の 中 に 入 る 箇 所 で あ る 。

28.Thiswasonweeknights.OnalternateSaturdayevenings,attheLetterClubdances,orontheoccasionof

thethreeformalyearlyballs,thetownboys,lounginginattitudesofbelligerentcasualness,withtheir

identicalhatsandupturnedcollars,watchedherenterthegymnasiumuponblackcollegiatearmsandvan-

ishinaswirlingglitteruponaglitterringswirlofmusic,withtierhighdelicateheadandherboldpainted

mouthandsoftchin,hereyesblanklyrightandleftlooking,cool,predatoryanddiscreet.

Later,themusicwailingbeyondtheglass,theywouldwatchherthroughthewindowsasshepassedin

swiftrotationfromonepairofblacksleevestothenext,herwaistshapedslenderand.urgentintheinterval,

herfeetfillingtherhythmicgapwithmusic.‐p.29

普 通 で は 、 ま ず 見 ら れ な い 、 人 称 代 名 詞 を 主 語 と し た 独 立 分 詞 構 文 さ え あ る 。

29.She _wasmotionless,leaninglightlyagainstthewall,hefacingher.‐p.16

30.Togethertheyblunderedacrosstheroomtowardthedoor,heholdingherclearofhisrightside;she....

-P .239

関 係 詞 は 少 な い が 、 む し ろ 口 語 的 と も言 え る 接 触 節 を 用 い て い な い こ と も、 「重 厚 さ」を 増 す 一 因 と

な っ て い る の で は な い だ ろ う か 。31.32.33.は 、 接 触 節 を 用 い よ う と思 え ば 可 能 な も の で あ る 。

31....thegoldwhichthebuilderwasreputedtohaveburiedsomewhereabouttheplace....‐p.8

32....hehadaccomplishedthepurpose .thathehadwakedhimselffor.‐p.35

33.Itseemedtohertobethelogicalanddisastrousendtothetrainofcircumstanceinwhichshehadbecome

involved.-P.38

(5)

最 後 に 時 制 につ い て検 討 す る 。

`時'の 前 後 関 係 が は っ き りして い る
、`befbre'`unti1〔till〕13)'`after'`assoonas'を 用 い た複 文 に 限

定 して、 主 節 と従 属 節 中 の定 形 動 詞 が過 去 時 制 で あ る もの を選 ぶ 。 そ して、`古 い 時'を 過去 完 了 、`新

しい 時'を 単 純 過 去 あ る い は過 去 進 行 形 で表 して い る もの を捜 す 。 す べ て地 の文 か らの もの で あ り、

い わ ゆ る 「過 去 にお け る未 来」の 用 例 は この 中 に含 め ない 。
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し か し 、 該 当 例 は 、34.35.の2例 だ け で あ っ た 。2例 と も 、`until'を 用 い た 複 文 で あ る 。

34.Ithadbeenwasheduntilthelaceresembledaragged,fibre-likefrayingoftheclothitself.‐p.43

35....hehadcompletelyforgotthem,untilheheardGoodwinsay`Stopit.Stopthati.'-p.71

主 節 と従 属 節 の 定 形 動 詞 が 過 去 時 制 で あ る も の の 用 例 数 を示 し 、He血ngway、Caldwell、Orwellの も

の と比 較 した も の が 、 表3で あ る 。 尚 、Caldwellの テ キ ス トはTobaccoRoadで あ る。()内 の 数 字 は 、

`古 い 時'を 過 去 完 了
、`新 し い 時'を 単 純 過 去 あ る い は 過 去 進 行 形 で 表 し て い る もの で あ る 。

表3

作家
接続詞

Faulkner He血ngway Caldwell Orwell

before 14(0) 6(1) 21.(4) is(s>

until[till] 37(2) i2(o> 35(6) 9(3)

after 4(0) 15(7) 13(11) 4(2)

assoonas 1(0> 4(0) 4(0) 7(3)

合計 56(2) 37(8) 73(21) 35(13)

Faulknerの 文 体 の イ メ ー ジ か らす る と、 こ の結 果 も意外 で あ る。 一 般 的 に完 了 相 を と りやす い`after'

節(Caldwellは13例 中11例 が過 去 完 了)に も、 過 去 完 了 を用 い て い な い。56例 中わ ず か2例 、 とい うこ と

は、 む しろ完 了相 の 使 用 を意 識 的 に避 け て い る よ う に も感 じ られ る14)。

Hemingwayも 、`after'節 の もの を除 け ば、1例 しか用 い てい ない 。彼 の文 体 は、概 して、 時 間 、行 動

順 に事 象 を述 べ て い くの で あ る か ら、 い わ ゆ る 「大 過 去」の過 去 完 了 の使 用 頻 度 が低 い。 また 、 「簡 潔 」

を 旨 とす る姿 勢 と関連 し、`時'の 前 後 関係 が は っ き りしてい る複 文 中 にお い て も、 同 じこ とが言 える 。

従 って 、Faulknerの 作 品 の とこ ろ どこ ろ にせ よ、 このHemingwayの 文 体 が 見 られ る こ とは 、 関係 詞

の使 用 頻 度 の み な らず 、過 去 完 了 の使 用 頻 度 の 低 下 に もつ なが って きて い る。 そ して 、`after'節 にお

い てす ら過 去 完 了 を用 い て い な い こ と は、 少 な く とも作 品 の 一 部 分 に は 、He血ngwayの 文 体 に近 づ け

よ う とい う、 強 い意 図 さ え感 じられ る ので あ る 。

(註)

1)今 ネす(1982)Pユ91

2)大 橋 編(1973)

3)今 村(1982>P.192

4)不 完 全 の 感 は免 れ な い が 、 大 体 の小 説 の 場 合 、 最 初 か ら1000の 文 で そ の 作 品 の英 語 が ほ ぼ わ か

る 、 と言 わ れ て い る。

5>Hesaid,`_._.'の よ うな場 合 、 地 の 文 は1例 、会 話 文 は2例 とす る 。

6)教 養 あ るTempleやHoraceの 会 話 文 で も、 ア ポ ス トロ フ ィー を削 除 して い る。

7)that_で 副 詞 句 と考 え る方 が 一 般 的 で あ る。 い ず れ にせ よ、 口語 調 で あ る。

8)大 橋 編(1973)
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9)福 島(1995)参 照 。 しか し市 川 は、 各 作 品 の どの 箇 所 を調 べ た の か を具 体 的 に は示 して い ない 。 難

易 度 の調 査 に は、ThomdikeのCen伽ySeniorDictionaryを 用 い て い る。

10)福 島(1995)参 照 。

11)次 の よ う な もの は用 例 に 加 え ない 。(1)`upper'`theoldersister'等 、 そ れ 自体 が 形 容 詞 化 した比

較 級(2)`alesserdepth'の よ うな 二 重 比 較 級(3)`onethousandormore'の`more'等 。`ormore'で 副

詞 句 だ と言 わ れ て い る。(4)`moreorlessdrunk'等 、`moreorless'で 成 句 を構 成 す る 場 合 等

12)不 規 則 変 化 比 較 級 は 、屈 折 形 式 の もの とす る。

13)Faulknerに は`till'の 用 例 は無 か っ た。

14)現 在 時 制 に比 べ て 、過 去 時 制 で は、 仮 に期 間 を表 す 副 詞成 分 が 共 起 して も、 完 了 相 の使 用 は 必 ず

し も義 務 的 で は な い。 従 っ て、 過 去 時 制 で は、作 家 が`時'の 前 後 の意 識 を強 くもつ か ど うか で 、

過 去 完 了 を使 用 す る か ど うか が決 まる こ とが 多 い 。
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